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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号6 平成 29 年せとうち
広報

鹿児島県奄美大島瀬戸内町 6月24日（土）はる市（Aコープ横）i

まちの人口と世帯　平成 29 年 4 月末日現在
人口
9,076 人（前月 +45）　

人口（男）
4,391 人（前月比 +21）

人口（女）
4,685 人（前月比 +24）　

世帯数
5,238 戸（前月 +48）　

特集 集落の心



特集　集落の心
今回の特集は、「集落」。集落で行われている活動をご紹介します。

や
さ
し
い
心

　

瀬
戸
内
町
の
玄
関
口
「
網
野
子
ト
ン

ネ
ル
」を
抜
け
て
最
初
に
た
ど
り
つ
く
、

網
野
子
集
落
の
一
角
に
シ
ャ
ワ
ー
室
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
海
に
行
っ
た
後
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
た
水
で
体
を

洗
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
っ
た
ん
で

す
」
と
語
る
の
は
網
野
子
集
落
の
前
区

長
を
務
め
た
森
幸
尚
さ
ん
。
役
場
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
地
域
提
案
型
に
応
募
す

る
の
は
ど
う
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

応
募
し
、
平
成
27
年
度
の
事
業
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
公
民
館
だ
っ
た
倉
庫
で
第

３
日
曜
日
の
清
掃
の
日
に
集
ま
っ
た
住

民
と
片
づ
け
を
行
い
な
が
ら
、
少
し
づ

つ
整
備
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の

横
に
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
無
色

だ
っ
た
壁
面
に
は
網
野
子
ア
ン
ド
ン

デ
ー
と
網
野
子
の
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

壁
画
が
阿
木
名
小
学
校
の
卒
業
生
た
ち

に
よ
っ
て
描
か
れ
ま
し
た
。

　

福
山
区
長
さ
ん
は
「
さ
み
し
か
っ
た

壁
面
が
明
る
く
な
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た

シ
ャ
ワ
ー
室
に
は
、
網
野
子
集
落
の
や

さ
し
い
心
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
29
年
度
地
域
提
案
型
事

業
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
役
場
企
画
課
で
は
住

民
参
画
と
協
働
に
よ
り
、「
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
活
動

に
対
し
、
最
大
30
万
円
を
助
成

す
る
平
成
29
年
度
地
域
提
案
型

事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
の
受
付
期
間
は
、
６

月
30
日
ま
で
。
詳
し
く
は
、
広

報
紙
５
月
号
の
掲
載
記
事
や
町

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
連
絡
先　

企
画
課
企
画
振
興

係
☎
７
２
‐
１
１
１
２

■
昨
年
の
事
業

①
諸
鈍
デ
イ
ゴ
並
木
の
美
化
・

緑
化
活
動

②
ア
ク
ア
ー
ト

③
網
野
子
集
落
シ
ャ
ワ
ー
室
周

辺
整
備

④
女
子
旅
ダ
イ
エ
ッ
ト
ツ
ア
ー

⑤
「
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
地

域
ブ
ラ
ン
ド
推
進

⑥
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
５
２
８
の
ま

ち
づ
く
り
事
業

⑦
久
慈
集
落
美
化
緑
化
活
動

⑧
西
古
見
珊
瑚
石
垣
積
み
替
え

⑨
瀬
戸
内
商
工
会
祭
り

⑩
嘉
入
集
落
さ
く
ら
ま
つ
り

網野子集落

人口｜ 83 人

世帯｜ 56 戸

Aminoko-syuuraku
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温
か
い
心

　

瀬
戸
内
町
の
南
部
に
位
置
す
る
与
路

島
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
30
日
に
第

30
回
目
と
な
る
与
路
舟
漕
ぎ
大
会
が
行

わ
れ
、約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

定
期
船
「
せ
と
な
み
」
を
降
り
る
と
、

チ
ヂ
ン
（
太
鼓
）
と
ハ
ト
（
指
笛
）
の

歓
迎
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
チ
ヂ
ン
や
ハ
ト
が
鳴
り
響

く
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
開
催
さ
れ
地

区
対
抗
や
職
域
オ
ー
プ
ン
な
ど
７
部
門

の
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
伊
子
茂

小
学
校
の
児
童
も
参
加
し
、
親
交
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　
「
大
会
が
30
回
を
迎
え
ら
れ
た
の
も

島
内
外
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
で
す
」と
話
す
保
島
区
長
さ
ん
。「
初

心
者
で
も
気
軽
に
漕
げ
る
余
興
の
よ
う

な
楽
し
い
大
会
と
し
て
、
島
民
と
の
交

流
の
場
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　

船
が
島
を
離
れ
る
別
れ
の
時
も
チ
ヂ

ン
と
ハ
ト
は
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
。
島
民

の
温
か
な
心
に
参
加
者
は
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
ま
し
た
。

与路集落

人口｜ 77 人

世帯｜ 50 戸

Yoro-syuuraku
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☑6月のお知らせと情報
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「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

　
　

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
の
紹
介

　
　

６
月
23
～
29
日
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

　

平
成
29
年
度
特
定
計
量
器

　
　
　

定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎０９９７－７２－３７９９

■お問合わせ先　企画課　企画振興係☎０９９７－７２－１１１２

■お問合わせ先　商工観光課　商工労政係☎０９９７－７２－１１１５

世界遺産

男女参画

定期検査

「
奄
美
大
島
の
国
有
林
に
つ
い
て
」

　

奄
美
大
島
に
は
、４
１
３
３
ha
の
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。（
加

計
呂
麻
島
に
も
１
５
０
ha
）

　

国
有
林
は
、
①
き
れ
い
な
水
の
供
給
、
②
土
砂
災
害
の
防
止
、

③
地
球
温
暖
化
防
止
、
④
い
ろ
い
ろ
な
動
植
物
の
保
護
、
⑤
木

材
の
生
産
、
⑥
国
土
を
守
る
と
い
う
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
国
有
林
の
働
き
の
中
で
も
「
地
球
温
暖
化
防
止
」

に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
県
内
の
各
地
域
に
お
い
て
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
関
す
る
理
解
の
浸
透

を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
実
情
や
特
性
を
踏
ま
え

て
、
地
域
の
中
で
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
35
市
町
で
97
名

の
方
が
活
躍
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
町
で
は
二
人
目

の
「
推
進
員
」
と
し
て
、
こ
の
度
伊
子
茂
に
お
住

ま
い
の
重
岡
美
津
子
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

■
推
進
員
の
活
動

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
普
及
・
啓
発

②
県
及
び
市
町
村
の
男
女
共
同
参
画
施
策
に
関
す

る
情
報
の
地
域
へ
の
提
供

③
県
及
び
市
町
村
が
行
う
男
女
共
同
参
画
施
策
の

推
進
へ
の
支
援
・
協
力

④
そ
の
他
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
活
動

　

計
量
法
（
平
成
４
年
５
月
20
日
法
律
第

51
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
は
か
り
を
取
引

や
証
明
に
使
用
す
る
者
は
、２
年
に
１
回
、

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
よ
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
事
業
所
に
は
、
受
検
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

　

事
業
所
に
て
使
用
し
て
い
る「
は
か
り
」

は
す
べ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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検査日 時間 検査場所

5 月 30 日 ( 火 ) 午前 10 時 30 分～午後 3 時 せとうち海の駅

5 月 31 日 ( 水 )
午前 9 時～正午

午後 2 時～午後 3 時

瀬相待合所

生間待合所

6 月 1 日 ( 木 ) 午前 10 時～午後 3 時 せとうち海の駅

6 月 2 日 ( 金 ) 正午～午後 5 時 せとうち海の駅

■以下の場合には届出が必要となりますのでご連絡ください。
①事業を廃止している場合
②「はかり」をすべて廃棄して所有していない場合
③所有している「はかり」のすべてを使用していない場合

■奄美の国有林が 1 年に吸収できる CO2 の量

→約 232,000 ｔ　世帯数にすると・・・約 45,500 世帯分

奄美大島と喜界島の世帯数は約 36,300 世帯なので、全世帯が 1 年間に

排出した CO2 を国有林で吸収できるということになります。

　今回は国有林を使って計算しましたが、奄美大島の森林の多くは民有

林です。私たちが排出した CO2 を吸収してくれている、豊かな森に感

謝したいですね。

1 世帯あたり、1 年間に約 5.09 ｔ
の CO2（二酸化炭素）を排出する

1ha あたり 56 ｔの
CO2 を吸収する

重岡　美津子
☎ 76-0548 山下　初江

☎ 77-0304

よろしくお願いします
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5　　広報せとうち

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人
権

擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ

の
日
に
、「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
鹿

児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
お
い
て

も
、
県
内
の
各
市
町
村
で
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

■
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

　

平
成
29
年
６
月
１
日
（
木
）

　

開
設
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

開
設
場
所
：
役
場
３
階
会
議
室

■
瀬
戸
内
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

嘉
原
篤
己
、
元
井
直
志
、
高
野
洋
志
、

山
倉
馨

　

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
各
市
町
村
長
か

ら
推
薦
さ
れ
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
民
間
の
人
達
で
す
。

　

現
在
、
鹿
児
島
県
内
に
は
、
２
６
０
名

の
人
権
擁
護
委
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

地
域
で
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、

地
方
法
務
局
又
は
そ
の
支
局
で
人
権
相
談

を
受
け
る
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■お問合わせ先　鹿児島地方法務局　奄美支局☎０９９７－５２－０３７６

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

  

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

人権相談

　

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
開

催
！
出
店
者
も
募
集
！

　

奄
美
大
島CSA

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
い
わ

～
く
」
の
一
環
で
、
４
月
度
よ
り
月
１
程
度
で

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者
と

地
元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う
場
作
り
を

行
う
こ
と
で
、
住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な
地
元

の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、
雑
貨
類
も

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
せ
と
う
ち
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

も
並
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
回
２
回
と
も
大

盛
況
で
し
た
の
で
お
早
め
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

■
日
程 　

平
成
29
年
６
月
24
日
（
土
）

■
時
間 　

正
午
～
午
後
３
時

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所 

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く
農
協

倉
庫
前　

テ
ン
ト
設
置

■
出
店
予
定 

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原
つ
き

あ
げ
、
菜
菜
果
園
、
赤
し
ょ
う
び
ん
、
コ
ニ
ヤ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
な
が
む
ら
農
園
、
ふ
や

よ
み
等

■
備
考 

天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
わ
せ
先　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

泰
山
☎
０
８
０
‐
８
３
６
７
‐
５
９
７
６

「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
！

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
制
度
の
お
知
ら
せ

　

森
林
法
第
10
条
の
７
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
、
新
し
く
森
林

の
土
地
の
所
有
者
と
な
ら
れ
た
場
合
、
90

日
以
内
に
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

長
へ
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
届
出
書
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

　

届
出
書
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
及
び

前
所
有
者
の
氏
名
、
住
所
、
所
有
権
移
転

の
原
因
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
①

森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
及
び
②

登
記
事
項
証
明
書
や
土
地
売
買
契
約
書
の

写
し
な
ど
の
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分

か
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

Ｑ
な
ぜ
届
出
制
度
が
で
き
た
の
で
す
か
？

Ａ
森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
と

①
行
政
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て
助
言
等

が
で
き
な
い
。

②
事
業
体
が
間
伐
等
を
す
る
場
合
に
所
有

者
に
働
き
か
け
て
森
林
を
集
約
化
し

効
率
を
上
げ
ら
れ
な
い
。

こ
と
か
ら
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
の
把

握
を
進
め
る
た
め
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

森
林
法
に
基
づ
く
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
旨
の
届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
に
よ
り
、
森
林
の
土

地
の
所
有
権
の
帰
属
が
確
定
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
届
出
書
を
提
出
す
る
の
で

す
か
？

Ａ
届
出
書
の
様
式
に
記
入
の
う
え
、
次
の

書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

（
任
意
の
図
面
に
大
ま
か
な
位
置
を
記

入
）

②
そ
の
森
林
の
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

（
写
し
で
も
よ
い
）、
又
は
、
土
地
売

買
契
約
書
、
相
続
分
割
協
議
の
目
録
、

土
地
の
権
利
者
の
写
し
な
ど
権
利
を

取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

Ｑ
ど
の
よ
う
に
届
出
を
行
う
の
で
す
か
？

Ａ
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

の
長
に
届
出
を
行
い
ま
す
。
相
続
の

場
合
、
財
産
分
割
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
、
相
続
開
始
の
日
か
ら
90

日
以
内
に
法
定
相
続
人
の
共
有
物
と

し
て
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
届
出
書
は
、
農
林
課
農
林
整
備
係
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■お問い合わせ　農林課　農林整備係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１７４ 森林届出
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平
成
29
年
度　

諸
税
納
期
限
・
振
替
日
一
覧
表　

納
付
は
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

■お問合わせ先　税務課　収納係☎０９９７－７２－１１１７ 納税期限

６
月

５
月

４
月

3
月

2
月

平
成
30
年

1
月

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

平
成
29
年

５
月

納
期
限

振
替
月

６
月
11
日

５
月
10
日

５
月
1
日

４
月
10
日

４
月
2
日

３
月
12
日

２
月
28
日

２
月
13
日

１
月
31
日

１
月
10
日

12
月
26
日

12
月
11
日

11
月
30
日

11
月
10
日

10
月
31
日

10
月
10
日

10
月
２
日

９
月
11
日

８
月
31
日

８
月
10
日

７
月
31
日

７
月
10
日

６
月
30
日

５
月
31
日

納
期
限

振
替
日

前
５
月
分
（
翌
月
10
日
）

前
４
月
分
（
翌
月
10
日
）

３
月
分
（
翌
月
10
日
）

２
月
分
（
翌
月
10
日
）

１
月
分
（
翌
月
10
日
）

12
月
分
（
翌
月
10
日
）

11
月
分
（
翌
月
10
日
）

10
月
分
（
翌
月
10
日
）

９
月
分
（
翌
月
10
日
）

８
月
分
（
翌
月
10
日
）

７
月
分
（
翌
月
10
日
）

６
月
分
（
翌
月
10
日
）

町
県
民
税
（
特
別
徴
収
）

事
業
所
関
係
納
期

随
時
２
（
３
月
１
日
～
３
月
31
日
）

随
時
１
（
２
月
１
日
～
２
月
28
日
）

４
期
分
（
１
月
１
日
～
１
月
31
日
）

３
期
分
（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
）

２
期
分
（
８
月
１
日
～
８
月
31
日
）

１
期
分
（
６
月
１
日
～
６
月
30
日
）

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
納
期

４
期
分
（
２
月
１
日
～
２
月
28
日
）

３
期
分
（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
）

２
期
分
（
８
月
１
日
～
８
月
31
日
）

１
期
分
（
５
月
１
日
～
５
月
31
日
）

固
定
資
産
税
納
期

全
期
分
（
５
月
１
日
～
５
月
31
日
）

軽
自
動
車
税
納
期

随
時
２
（
４
月
１
日
～
４
月
30
日
）

随
時
１
（
３
月
１
日
～
３
月
31
日
）

８
期
分
（
２
月
１
日
～
２
月
28
日
）

７
期
分
（
１
月
１
日
～
１
月
31
日
）

６
期
分
（
12
月
１
日
～
12
月
26
日
）

５
期
分
（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
）

４
期
分
（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
）

３
期
分
（
９
月
１
日
～
９
月
30
日
）

２
期
分
（
８
月
１
日
～
８
月
31
日
）

１
期
分
（
７
月
１
日
～
７
月
31
日
）

　

国
民
健
康
保
険
税
納
期

　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

　納付いただき、ありがとうございます。納期限を過ぎると期別ごとの督促手数料及び延滞金が
課せられますのでご注意ください。※納期限と振替日が土日祝日の場合は、翌日振替となります。
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■お問合わせ先　建設課　森林土木係☎０９９７－７２－１１９７   　
　

土
石
流
及
び
山
崩
れ
災
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

土砂災害
　

近
年
、
梅
雨
期
の
豪
雨

や
台
風
に
よ
り
、
多
く
の

山
地
災
害
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
梅
雨
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
土
石

流
が
発
生
し
た
場
合
、
被

害
を
受
け
る
危
険
性
が
あ

り
、
緊
急
的
な
防
災
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

雨
の
日
は
気
象
情
報
や

防
災
無
線
の
情
報
に
注
意

し
早
め
の
避
難
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

特
に
雨
が
降
っ
て
い
る

と
き
に
土
石
流
の
前
兆
現

象
を
感
じ
た
場
合
や
、
自

治
体
か
ら
避
難
の
連
絡
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
避
難
所
へ
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
豪
雨

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

今
ま
で
に
な
い
規
模
の
災

害
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
雨
が

■お問い合わせ先　町民生活課　国民年金係☎０９９７－７２－１０６０ 　
　

年
金
コ
ー
ナ
ー

年金相談
　

平
成
29
年
８
月
か
ら
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間

が
10
年
と
な
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
町
役
場
に
お
い
て
、
奄

美
大
島
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る

期
間
短
縮
年
金
の
相
談
会
を
予
約

制
に
て
実
施
し
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
資

格
期
間
が
10
年
以
上
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
老
齢
年
金
の
請
求

書
（
黄
色
の
封
筒
）
が
届
い
た
方

は
、
黄
色
の
封
筒
を
持
っ
て
相
談

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
黄
色
い
封
筒
の
請
求
書

が
届
い
て
い
な
い
方
で
も
、
任
意

加
入
の
申
出
に
よ
り
期
間
を
加
え

た
り
、
合
算
対
象
期
間
を
含
め
て

年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
障
害
年
金
等
の
ご

相
談
を
さ
れ
た
い
方
も
年
金
事
務

所
職
員
が
来
庁
す
る
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

６
月
21
日
（
水
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所

役
場
４
階
委
員
会
室

■
持
っ
て
来
る
物

※
黄
色
い
封
筒
の
請
求
書
が
来
て

い
る
方

①
請
求
書
・
通
帳
・
印
鑑

※
黄
色
い
封
筒
の
請
求
書
が
来
て

い
な
い
方

①
通
帳
・
印
鑑

②
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
住
基
カ
ー
ド
の
ど
れ
か

ひ
と
つ
。（
免
許
証
等
が
無
い
場

合
は
、
健
康
保
険
証
や
通
帳
等
の

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
の
確
認

出
来
る
も
の
を
２
つ
）

※
年
金
相
談
は
、
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
生

活
課
国
民
年
金
係
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

期
間
短
縮
年
金
相
談
会
の
お
知
ら
せ
で
す

降
り
止
ん
だ
後
で
も
、
土

石
流
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
山
地
災
害
に
関

し
て
お
気
づ
き
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
役
場
建
設
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
土
石
流
災
害
に
つ
い
て

　

谷
や
斜
面
に
貯
ま
っ
た

土
・
石
・
砂
な
ど
が
梅
雨

や
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
水
と
一
緒
に
な
っ

て
、
一
気
に
流
れ
で
て
く

る
の
が
土
石
流
で
す
。

　

破
壊
力
が
大
き
く
、
ま

た
、
速
度
も
速
い
の
で
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。

■
土
石
流
の
前
兆
現
象

①
山
鳴
り
、
立
木
の
裂
け

る
音
、
石
の
ぶ
つ
か
り
あ

う
音
が
聞
こ
え
る
。

②
雨
が
降
り
続
い
て
い
る

の
に
、
川
の
水
位
が
下
が

る
。

③
川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流

木
が
ま
ざ
り
は
じ
め
る
。

■
山
崩
れ
災
害
に
つ
い
て

　

地
面
に
し
み
こ
ん
だ
水
分
が
土

の
抵
抗
力
を
弱
め
、
弱
く
な
っ
た

山
の
斜
面
が
突
然
崩
れ
る
の
が
山

崩
れ
で
す
。

　

突
発
的
に
起
こ
り
、
瞬
時
に
崩

れ
る
の
で
、
逃
げ
遅
れ
る
人
も
多

く
犠
牲
者
の
割
合
も
高
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
地
震
を
き
っ
か
け
に

起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
山
崩
れ
の
前
兆
現
象

①
わ
き
水
の
量
が
急
に
増
え
る
。

②
枯
れ
た
こ
と
の
無
い
わ
き
水
が

止
ま
る
。

③
わ
き
水
が
濁
る
。

④
山
の
斜
面
を
水
が
走
り
始
め

る
。

⑤
地
鳴
り
の
音
が
き
こ
え
だ
す
。

⑥
山
の
斜
面
に
亀
裂
が
走
る
。

⑦
山
の
木
が
傾
く
。

⑧
石
が
転
が
り
落
ち
て
く
る
。
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島
案
内
人
育
成
講
座

は
、
瀬
戸
内
町
の
島
々
に

残
る
貴
重
な
自
然
や
文

化
、
歴
史
な
ど
を
学
び
、

訪
れ
る
方
々
や
地
元
の
住

民
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
魅

力
を
伝
え
、
実
際
に
案
内

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材

の
養
成
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。

　

実
習
を
含
め
た
年
７
回

の
講
座
を
行
な
い
ま
す
。

４
回
以
上
講
座
を
出
席
さ

れ
た
方
は
、
そ
の
内
容
を

も
と
に
検
定
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

　

合
格
者
は
、
瀬
戸
内
町

の
「
島
案
内
人
」
と
認
定

さ
れ
ま
す
。

■
講
座
内
容

　

加
計
呂
麻
島
・
請
島
・

与
路
島
の
自
然
、
文
化
、

歴
史
お
よ
び
産
業
等
に
関

す
る
こ
と
。

■
対
象
者

　

瀬
戸
内
町
に
お
住
ま
い

■お問合わせ先　町民生活課　児童母子係☎０９９７－７２－１０６０

■お問合わせ・申込先　商工観光課☎０９９７－７２－１１１５

　

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

「
島
案
内
人
育
成
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
～
平
成
29
年
度  

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
～

児童手当

島案内

男の家庭菜園 in 篠川を開催します

参加者募集！

■開催日程　6 月 23 日（金）午前 10 時～正午
■場所　篠川集会所
■対象者　西方在住　30 歳以上の男性
■参加費　食事代 300 円
■内容　①プランターで育てられる野菜の苗植え
　　　　②レトルト食品を利用した軽食
　　　　③ミニ健康相談
■募集期間　6 月 1 日（木）～ 6 月 20 日（火）まで
■申込み先　保健福祉課保険給付係　
☎０９９７－７２－１０６８　（西田・田村）

の
観
光
関
連
事
業
従
事
者

を
は
じ
め
、各
種
団
体
等
、

町
民
を
主
に
対
象
と
し
、

「
島
案
内
人
」
と
し
て
認

定
さ
れ
た
後
、
町
の
観
光

に
か
か
る
様
々
な
場
面
で

協
力
で
き
る
方
。

　

な
お
、
既
登
録
者
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
人
員　

25
名

　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
初
回
の
方
を
優
先
の

う
え
、
事
務
局
に
て
選
考

し
ま
す
。

■
受
講
料

　

３
千
円　
（
そ
の
他
、

食
費
は
各
自
負
担
）

■
申
込
期
間

　

平
成
29
年
６
月
５
日

（
月
）
～
６
月
30
日
（
金
）

※
必
着
（
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

申
込
書
は
、
役
場
商
工

観
光
課
に
て
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

児
童
手
当
と
は
、
中
学

校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕

生
日
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

■
手
当
支
給
額

①
３
歳
未
満

　

月
額
一
律
１
万
５
千
円

②
３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

月
額
１
万
円
（
第
３
子

以
降
は
１
万
５
千
円
）

③
中
学
生

　

月
額
一
律
１
万
円

※
所
得
が
所
得
制
限
限
度

額
以
上
の
場
合
は
、
特
例

給
付
と
し
て
月
額
一
律

５
千
円
を
支
給
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
「
第
３
子
以
降
」
と
は
、

高
校
卒
業
ま
で
（
18
歳
の

誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
）
の
養
育
し
て

い
る
児
童
の
う
ち
、
３
番

目
以
降
を
い
い
ま
す
。

■
申
請
手
続
き
（
出
生
や

転
入
か
ら
15
日
以
内
に
）

①
初
め
て
お
子
さ
ん
が
生
ま

れ
た
と
き
、
②
第
２
子
以
降

の
出
生
に
よ
り
養
育
す
る
お

子
さ
ん
が
増
え
た
場
合
な

ど
、
手
当
の
額
が
増
額
に
な

る
と
き
、
③
他
の
市
区
町
村

に
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
④

公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
⑤

公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と

き
、
⑥
個
人
番
号
を
変
更
し

た
と
き

■
続
け
て
手
当
を
受
け
る
場

合
（
現
況
届
の
提
出
）

①
期
間　

平
成
29
年
６
月
１

日
（
木
）
～
平
成
29
年
６
月

30
日
（
金
）

②
提
出
先　

役
場
町
民
生
活

課　

児
童
母
子
係

③
提
出
書
類　

現
況
届
（
対

象
者
へ
６
月
に
送
付
）、
印

鑑
・
受
給
者
の
保
険
証
写

し
、
平
成
29
年
度
所
得
証
明

書
（
平
成
29
年
１
月
１
日
に

瀬
戸
内
町
に
住
民
登
録
の
な

か
っ
た
方
）、
そ
の
他
必
要

な
書
類
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■お問合わせ先　 鹿児島地方法務局人権擁護課☎０９９－２５９－０６８４

■お問合わせ先　 鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課　保健班☎０９９－２０６－１３２９

■お問合わせ先　 町民生活課　生活環境係☎０９９７－７２－１０６０

　
　

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

　
　

   

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
を
実
施
し
ま
す

　
　
　

ハ
ブ
咬
傷
に
ご
注
意
を
！

人権相談

口腔検診

ハブ注意

　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
家
庭
内
に
お
け
る

虐
待
等
の
事
案
は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

人
権
相
談
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
左
記
の
と
お
り
専
用
相
談
電
話
「
こ
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
相
談
に
は
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
機
関

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
日
時
等

①
期
間　

平
成
29
年
６
月
26
日
（
月
）
～
７
月

２
日
（
日
）

②
時
間

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
電
話
番
号

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０（
全
国
共
通
・

無
料
）
※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

ま
せ
ん
。

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
昨
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
（
昭
和
16

年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
17
年
３
月
31
日
生
）

を
対
象
に
、口
腔
検
診（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー

検
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
り
ま
す
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
飲
み
込
み
の
機
能
が
低
下
し
、
窒

息
や
肺
炎
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
検
診
事
業
は
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

美
味
し
く
食
べ
て
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
歯
周
病
や
義
歯
の
検
査
に
加
え
、
飲

み
込
み
の
機
能
の
診
査
・
指
導
を
行
い
、
機

能
の
低
下
を
未
然
に
防
ぐ
と
て
も
有
効
な
検

診
事
業
で
す
。

　

対
象
者
に
は
５
月
末
に
受
診
券
（
圧
着
ハ

ガ
キ
）
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
鹿
児

島
県
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
ご
自
分
で
予
約

の
上
、
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

■
検
診
期
間

平
成
29
年
６
月
１
日
～
平
成
30
年
１
月
31
日

■
検
診
料　

無
料

■
対
象
者　

昨
年
度
75
歳
に
な
ら
れ
た
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　

こ
れ
か
ら
ハ
ブ
の
活
動
期
に
入
り
ま
す
。
例
年
活
動

期
に
は
、
咬
傷
者
数
も
増
加
し
ま
す
。

　

ハ
ブ
に
咬
ま
れ
る
と
激
痛
と
腫
れ
が
広
が
り
、
ひ
ど

い
場
合
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ブ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
に
も
以
下
の
事
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
夜
道
を
歩
く
際
に
は
照
明
を
持
ち
歩
き
、
な
る
べ
く

道
路
の
中
央
寄
り
を
歩
く
。

②
不
用
意
に
草
む
ら
に
立
ち
入
ら
な
い
。

③
草
む
ら
に
立
ち
入
る
と
き
は
、
深
い
長
靴
を
履
き
、

棒
な
ど
で
あ
ら
か
じ
め
叩
い
て
か
ら
進
む
。

ま
た
、
ハ
ブ
を
見
つ
け
た
ら
1.5
ｍ
以
上
離
れ
る
。

④
ハ
ブ
や
ネ
ズ
ミ
の
隠
れ
場
所
に
な
り
そ
う
な
、
家
の

周
り
の
草
や
木
の
枝
等
を
刈
る
。

⑤
ヤ
ギ
小
屋
、
牛
小
屋
な
ど
の
戸
を
開
け
て
入
る
と
き

は
、
上
下
左
右
・
頭
上
を
確
か
め
て
か
ら
入
る
。

⑥
草
む
ら
や
川
岸
な
ど
で
作
業
す
る
と
き
は
、
つ
ば
の

大
き
な
帽
子
・
厚
手
の
長
袖
シ
ャ
ツ
・
皮
の
手
袋
・
脚

は
ん
・
長
靴
等
を
着
用
す
る
。



☑6月のお知らせと情報

広報せとうち　　10

　
　

赤
土
等
の
土
砂
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

■お問合わせ先　 町民生活課　生活環境係☎０９９７－７２－１０６０
　
　
　

平
成
29
年
度　

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

予防注射
　

瀬
戸
内
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
各

集
落
を
ま
わ
り
、
犬
の
登
録
及
び
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

　

飼
い
主
の
方
は
、
ご
都
合
の
良
い
会

場
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

実
施
状
況
や
会
場
移
動
時
間
の
関
係
で

時
間
が
多
少
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実施会場 実施予定時刻
高丘集会所 9 ：30 ～ 10：50
春日公園 11：00 ～ 12：20
瀬久井集会所 13：30 ～ 14：50
物産館前 15：00 ～ 16：20

実施会場 実施予定時刻
管鈍公民館 10：00 ～ 10：10
花天公民館 10：20 ～ 10：30
久慈公民館 10：40 ～ 11：10
古志公民館 11：20 ～ 11：30
篠川公民館 11：40 ～ 12：00
阿室釜公民館 13：00 ～ 13：10
小名瀬公民館 13：20 ～ 13：30
阿鉄公民館 13：40 ～ 13：50
須佐礼広場 14：00 ～ 14：10
久根津公民館 14：20 ～ 14：30
手安公民館 14：40 ～ 14：50
須手屠畜場 15：00 ～ 15：10

実施会場 実施予定時刻
実久バス停 10：00 ～ 10：10
薩川公民館 10：20 ～ 10：30
芝公民館 10：40 ～ 10：50
瀬武公民館 11：00 ～ 11：10
木慈公民館 11：20 ～ 11：30
三浦公民館 11：40 ～ 11：50
知之浦公民館 12：10 ～ 12：20
俵公民館 13：30 ～ 13：40
須子茂公民館 14：00 ～ 14：10
嘉入公民館 14：20 ～ 14：30
西阿室公民館 15：10 ～ 15：30
瀬相公民館 15：45 ～ 16：00

実施会場 実施予定時刻
安脚場公民館 9 ：30 ～ 9 ：40
渡連公民館 9 ：50 ～ 10：00
生間公民館 10：10 ～ 10：20
諸数公民館 10：30 ～ 10：40
勝能公民館 10：50 ～ 11：00
押角公民館 11：10 ～ 11：20
呑之浦公民館 11：30 ～ 11：40
諸鈍長浜公園 13：00 ～ 13：30
徳浜公民館 13：40 ～ 13：50
野見山公民館 14：10 ～ 14：20
秋徳公民館 14：30 ～ 14：40
佐知克公民館 14：50 ～ 15：00
勢里公民館 15：10 ～ 15：20
於斉公民館 15：30 ～ 15：40
伊子茂公民館 15：50 ～ 16：00
花富公民館 16：10 ～ 16：20

■古仁屋市街地　６月 11 日（日）

■大島西方　６月 12 日（月）

■加計呂麻島実久　６月 14 日（水）

■加計呂麻島鎮西　６月 15 日（木）

実施会場 実施予定時刻
嘉徳公民館 9 ：30 ～ 9 ：40
節子公民館 10：10 ～ 10：25
網野子公民館 10：40 ～ 10：50
勝浦公民館 11：00 ～ 11：20
阿木名公民館 11：30 ～ 12：30
清水公民館 13：40 ～ 14：10
嘉鉄公民館 14：20 ～ 14：30
蘇刈公民館 14：40 ～ 14：50
伊須公民館 15：10 ～ 15：20

■大島山郷・東方　６月 19 日（月）

実施会場 実施予定時刻
与路船待合所 11：30 ～ 12：00
池地船待合所 13：20 ～ 13：50
請阿室船待合所 14：10 ～ 14：40

■請島・与路島　６月 16 日（金）

■登録手数料及び注射料金

①新規登録の場合（登録と注射）

　登録料 3,000 円

　予防注射料 3,400 円

②登録済の場合（注射）

　予防注射料 3,400 円

③動物病院で注射済の場合

　注射済票交付手数料 550 円

　※予防注射済証明書が必要です。

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係
　
　

平
成
29
年
度
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

不法投棄赤土対策

　

環
境
省
に
よ
る
全
国
的
な
取
組
み
と
し
て
、
毎
年
５
月
30
日
（
ご

み
ゼ
ロ
の
日
）
～
６
月
５
日
（
環
境
の
日
）
ま
で
「
全
国
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
、
不
法
投
棄

撲
滅
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
、

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
町
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、
町
民
生
活
課
生
活
環
境

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

奄
美
の
豊
か
な
海
と
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
「
赤
土
等
を
流
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
赤
土
等
の
土
砂

流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
農
地
で
の
対
策

　

裸
地
期
間
や
裸
地
面
積
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
緑
肥

作
物
や
飼
料
作
物
の
栽
培
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
に
応
じ
た
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
工
事
現
場
で
の
対
策

施
工
中
は
、
以
下
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
沈
砂
地
の
土
砂
が
溜
ま
っ
た
ら
、
早
め
の
除
去
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
施
工
区
域
の
周
辺
部
を
土
の
う
や
柵
等
で
囲
い
、
流
出
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

・
切
土
や
盛
土
の
法
面
は
、植
生
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
保
護
し
ま
し
ょ

う
。

・
土
砂
を
運
搬
す
る
と
き
は
、
道
路
や
集
落
内
に
土
を
落
と
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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新年度が始まり２か月がたちました。瀬戸内の子供たちもそれぞれの学年の雰囲気に慣れ元気に学校生活を
送っております。
　さて、現在は、平成２９年（２０１７年）です。一昔前からすると社会の変化は加速を増しています。
２０２０年に「東京オリンピック・パラリンピック」や「燃ゆる感動かごしま国体」など開催されますが、
その１０年後の２０３０年は一体どんな世の中になっているのでしょか。これらの大イベントの前後で、国
内はもとより国際的にも人の行き来がさらに盛んになります。また、スマートフォンの普及であらゆる情報
が瞬時に手に入りますが、さらに人工知能の発達や人とコミュニケーションができるロボット等の開発が進
んでいくことでしょう。
　このように、「グローバル化」や「情報化」は私たちの予測を超えて進展していくことが予想されます。「進
展」していくことはとても良いことで、暮らしは今よりずっと便利になる面もあるかもしれません。反面、

「子供たちの将来」のことを考えると、「人工知能の急速な進化が、人間の職業を奪うのではないか」とか「今
学んでいることは時代が変化したら使えなくなるのではないか」等、不安の声もあるようです。

では、私たち大人は子供たちにどのようなことを学ばせていけばよいのでしょうか。
例えば「解き方があらかじめ定まった問題を繰り返し学習すること」は、これまで
と変わりません。これに加えて「主体的に学ぶこと」「対話をしながら他者と協力
して解決していくこと」等は人工知能がいかに進化しても通用する力になるはずで
す。これらに関連して各小・中学校では、変化の激しい社会を生きるために必要な「生
きる力」や「知・徳・体」の育成のための教育活動を行っています。
　それぞれの御家庭でもお子さんが家庭学習に励んでいらっしゃると思いますが、家庭学習も「生きる力」
等を身に付けていくために必要不可欠なものとなってきていますので、御協力のほどよろしくお願いいたし
ます。

予測ができない将来ですが、瀬戸内の子供たちはきっと、変化を前向きに受け止めて、社会や人生、生活を
豊かにしようとし、思いもつかない新しい未来を創っていくと信じています。そのために、家庭・地域の皆様、
各学校が連携をとり、子供たちが「２１世紀を力強く生きていく力」を付けられるよ
うに「学びの環境」をさらに整えていただきたいと思います。
　子供たちが自信を持って自分の人生を切りひらき、より良い社会を創り出してい
けるように、瀬戸内町教育委員会としましても努力いたしますので、「結い」の心で
皆様の御協力をお願いします。
☆　各家庭では・・・・・
家庭学習時間の確保、基本的な生活習慣や思いやりの心、善悪の判断力を身に付ける事　　等
☆　地域の皆様へ・・・・
地域ぐるみの声かけ、様々な行事を通してのふれあいや交流、見守り　　等

子供たちに何を学ばせていけばよいか

｢結い｣ の心で町ぐるみでの ｢学びの環境づくり｣ を

予測が難しい世の中

「結い」 の教育
瀬戸内町教育委員会だより 6月

瀬戸内町教育委員会　教育長　上田 敏也
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みんなの絆｜まちの出来事

　

自
衛
隊
の
募
集
相
談

員
の
委
嘱
式
が
行
わ

れ
、
福
山
拓
生
さ
ん
と

嘉
原
篤
巳
さ
ん
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
出
身
で
新

た
に
自
衛
隊
に
入
隊
し

た
武
田
将
貴
さ
ん
と
阿

部
天
眞
さ
ん
の
入
隊
壮

行
会
が
行
わ
れ
、
入
隊

し
た
二
人
の
あ
い
さ
つ

や
稲
田
防
衛
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ

が
、
古
仁
屋
中
学
校
体
育
館
で
初
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
交
通

安
全
の
取
り
組
み
内
容
や
漫
談
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
各
種
団
体
の
交
通
安

全
活
動
を
ま
と
め
た
写
真
な
ど
作
品

展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
標
語
の
紹
介
と

授
賞
式
が
行
わ
れ
、
阿
木
名
小
１
年

生
の
泉
頼
芯
く
ん
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
吹
奏
楽
や

島
唄
の
演
奏
や
パ
ト
カ
ー
等
の
展
示

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

海
に
行
か
な
い
と
カ
ラ
ス
に
な
る

と
伝
え
ら
れ
る
、
サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
チ

（
旧
暦
の
３
月
３
日
の
海
遊
び
）。

　

町
内
の
海
岸
で
は
、
多
く
の
家
族

連
れ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
水
海
岸
で
は
、
約
80
人
が
お
弁

当
を
持
ち
寄
っ
て
の
潮
干
狩
り
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
思
い
思
い
に
海

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ナ
グ
ヌ
セ
ッ
ク
（
女
の

節
句
）
で
も
あ
る
こ
の
日
に
は
、
初

節
句
の
子
ど
も
達
を
海
に
つ
け
て
、

無
病
息
災
と
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
い
ま
し
た
。

自 衛 隊 募 集 相 談 員 委 嘱 式 並 び
に 壮 行 会 が 開 催 さ れ ま し た

瀬 戸 内 町 交 通 安 全 フ ェ ス
タ が 開 催 さ れ ま し た 各 地 の 海 岸 で サ ン ガ ツ サ

ン チ が 行 わ れ ま し た

3 月 13 日（ 月）国 を 護 る

4 月 2 日（ 日）安 全 な ま ち を 目 指 し て 3 月 30 日（ 木）み ん な で 海 へ ！

　

古
仁
屋
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

が
３
月
18
日
～
19
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
、
大
島
地
区
中
学
生
交
流
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
の
優
勝
報
告
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
内
か
ら
個
人
戦
に
男
女

計
87
ペ
ア
、
団
体
に
男
女
計
20
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
個
人
（
溝
口
・
渡
邉

組
）、
及
び
団
体
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始

め
た
と
い
う
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
溝
口

公
平
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
チ
ー

ム
全
体
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

古 中 ソ フ ト テ ニ ス 部 が 中 学 交
流 ソ フ ト テ ニ ス 大 会 で 優 勝

3 月 27 日（月）おめでとう！
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まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112Events of the town

　

国
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
る
全
国
交
通
安
全
運
動
。

　

そ
の
安
全
運
動
に
先
立
ち
、
春
の

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

古
仁
屋
小
学
校
の
校
庭
で
出
発
式

が
行
わ
れ
た
後
、
白
バ
イ
を
先
頭
に

古
仁
屋
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
地
女
連
な
ど
各
種
団
体

が
参
加
し
、
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
を

掲
げ
な
が
ら
市
街
地
を
周
っ
て
、
瀬

戸
内
町
役
場
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
消
防
分
署
主
催
の
瀬
戸
内

町
消
防
団
新
入
団
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
23
年
～
平
成
29
年
に
入

団
し
た
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た

講
義
が
物
産
館
で
開
催
さ
れ
、
消
防

団
の
歴
史
や
組
織
、
活
動
内
容
を
学

ん
だ
後
、
瀬
戸
内
消
防
分
署
に
て
、

ホ
ー
ス
や
ポ
ン
プ
の
使
い
方
を
実
践

し
ま
し
た
。

　

初
参
加
し
た
才
木
伸
晃
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
続
け
、
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
瀬
戸
内
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長
向

野
忍
、
会
員
18
名
）
の

創
立
25
周
年
記
念
活
動

と
し
て
、
海
の
駅
バ
ス

停
前
に
椅
子
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
向
野
さ
ん
は

「
バ
ス
停
近
く
の
花
壇

の
へ
り
に
座
っ
て
い
た

方
が
お
り
、
ゆ
っ
く
り

と
座
っ
て
欲
し
い
と
寄

贈
し
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

春 の 交 通 安 全 パ レ ー ド
が 開 催 さ れ ま し た

消 防 団 新 入 団 員 研 修 会
が 開 催 さ れ ま し た

奄 美 瀬 戸 内 ロ ー タ リ ー ク ラ
ブ か ら 寄 贈 が あ り ま し た

4 月 6 日（ 木）交 通 事 故 を 防 ぐ た め に

4 月 16 日（ 日）ま ち を 守 る5 月 1 日（ 月）あ り が と う ご ざ い ま す

　

瀬
戸
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
28

名
、
会
長
郡
寛
）
結
成
50
周
年
記
念

活
動
の
一
貫
と
し
て
、
新
小
学
１
年

生
へ
鉛
筆
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
郡
筧
さ
ん
（
写
真
中
央
）

と
幹
事
の
泰
江
彰
夫
さ
ん（
写
真
左
）

が
教
育
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

鉛
筆
は
２
Ｂ
で
、
１
人
１
ダ
ー
ス

（
12
本
）
寄
付
さ
れ
、
名
前
と
番
号

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
郡
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら

元
気
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
や
勉
強
を
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

瀬 戸 内 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ
か ら 寄 贈 が あ り ま し た

4 月 5 日（ 水）あ り が と う ご ざ い ま す
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戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　

政　

亜あ

夢ゆ
め　

　
　

大
地　
　
　

古
仁
屋

　

合
田　

清し
ん

佑す
け　

　

和
希　
　
　

阿
木
名

　

茂
野　

真ま

大ひ
ろ　

　

伸
大　
　
　

芝

　
　

　
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
本
籍
】

　

榮　

和
人　
　
　

嘉
徳

　

池
田　

恵
理
香　

古
仁
屋

　

弓
削　

総
司　
　

古
仁
屋

　

泰　

綾
香　
　
　

与
路

　

森
島　

啓
示　
　

古
仁
屋

　

出
水　

み
ち
る　

瀬
相　
　

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
【
本
籍
】

　

弓
削　

靜
江　
　

90　
　
　
　

久
慈　

　

岩
元　

和
枝　
　

89　
　
　
　

小
名
瀬

　

福
山　

一
郎　
　

84　
　
　
　

古
仁
屋

　

増
田　

巖　
　
　

78　
　
　
　

古
仁
屋

　

義　

ク
ニ
ヱ　
　

99　
　
　
　

西
阿
室　

　

保　

ノ
リ
ヱ　
　

89　
　
　
　

網
野
子

　

神
田　

栄
一　
　

84　
　
　
　

久
慈

　

仁
科　

サ
エ
子　

88　
　
　
　

於
斉

　

上
原　

ク
ニ　
　

96　
　
　
　

篠
川

　

德
永　

的
子　
　

81　
　
　
　

古
仁
屋

　

鎌
田　

カ
ズ
エ　

90　
　
　
　

古
仁
屋

　

義
元　

マ
ツ
コ　

95　
　
　
　

阿
木
名

　

請
島　

勉　
　
　

79　
　
　
　

請
阿
室

　
　

広
報
紙
郵
送
料
寄
付

　
【
氏
名
】　　
　
　
　
　
　
　
　
【
住
所
】

　

祷　

平
男　
　
　

５
千
円　
　

大
阪
府

　

山
下　

学　
　
　

１
万
円　
　

大
阪
府　

　
　
　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　【相談場所】町営コーラルタウン船津団地　集会所

　　【日時】6月15日（木）午前10時～午後1時　

　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

戸
籍
の
窓
は
、
４
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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子ども世界遺産博士号講座とネリヤカナヤ創作童話朗読会｜

今年の古仁屋青年団が役場を訪れました｜よろしくお願いします

瀬戸内町出身の森健太さんらが鹿児島市初の道場開設｜チームせとうち

深山トンネルが開通｜より安全で便利に

２月２５日（土曜日）町立図書館・郷土館にて子ども世界遺産博士
号講座とネリヤカナヤ創作童話朗読会が開催されました。
最終回となった子ども世界遺産博士号講座では、これまで受講した
講座の先生が作成したテストが行われました。
　また、野良猫調査隊の調査報告も行われ、定点カメラに映った野
良猫の数をグループで発表しました。
　ネリヤカナヤ創作童話朗読会では、　作品名「くわたろうの相撲
大会」で小学校２年の部、佳作を受賞した奥田優希さん、作品名「小
夏とクロウサギ」で小学校３年の部、優秀賞を受賞した嘉原小陽さ
ん、作品名「白灯台での思い出」で小学校５年の部、最優秀賞を受
賞した盛亜衣実さんの３名が作品の朗読を行いました。子どもたち
の朗読に来場者は静かに耳を傾けていました。

４月５日（水曜日）今年 25 歳になる同窓生（平成４年生）を中
心に構成される、古仁屋青年団員（団長牧力也、20 名）が町役
場を訪れました。団長の牧さんは「今年１年、地元の若者の力で
瀬戸内町をより一層盛り上げていけるよう、青年団一同力を合わ
せて頑張りますのでよろしくお願いします」と話してくれました。

４月３日（月曜日）全日本ウエイト制空手道選手権大会で２度優勝
し、世界大会で３度日本代表に選ばれるなど新極真のトップ選手で
ある森健太（瀬戸内町出身）さんと竹島雅之（瀬戸内町出身）さん
が鹿児島市で初の道場を開設し、関係者や教え子たちが道場に詰め
かけました。念願の夢が叶ったという森さんからメッセージをいた
だきました。「日頃から感謝の気持ちを忘れずに努力をすれば必ず
夢は叶うと思います。奄美のストグレ魂で一緒に頑張りましょう！」

４月９日（日曜日）県道篠川下福線（６１２号）の深
み

山
やま

トンネル（延
長３７０m）が供用開始し、開通式が開催されました。
　開通式では、地元集落関係者や行政、工事関係者が参加し、先頭
の子どもたちが横断幕を掲げながらトンネル内を歩きました。
深山トンネルは、本体工事約１２億円、周辺整備含む全体事業は約
１８億、幅員８m、車幅５．５m、歩道なしで約７００m が短縮さ
れました。完成により、急カーブが続く難所が解消されたほか、国
道５８号線の迂回路や西方方面への利便性向上が図られました。

受賞した作品を朗読する受賞者たち

子ども世界遺産博士号講座受講生たち

開所を祝う森さんや関係者ら

横断幕を掲げながらトンネルを通りました

町役場を訪れた古仁屋青年団員たち
（左から田井陽子さん、牧力也さん、久原澄香さん）


